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東日本大震災 バザー＆募金

　浅口市ボランティア連絡協議会では、2 月 22 日㈰に東日本
大震災の被災地に向けて、「被災地へ  心ひとつに！」を愛

あい

言
こと

葉
ば

に、東日本大震災チャリティーバザーを、また、3 月 11 日に
は市内スーパー 3 か所で「募金活動」を行いました。

「被災地へ 心ひとつに！！」

2/22バザー収益金・・・343,746円

出店団体義援金・・・  33,500円

会場内の募金箱・・・  24,943円

3/11日街頭募金・・・  80,101円  

合 計　  482,290円

東日本大震災

バザー＆募金

第 4 回

第34号

表紙の
ことば

表紙の
ことば

表紙の
ことば

新学期が始まりました。子どもの登下校の安全を見守
る活動が各地で行われています。寄島町では「みるみる
ウォーク」のネーミングで老人クラブを中心に登下校
の見守りが続けられています。地域ぐるみで安全安心
の街づくりを推進しましょう。
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高齢者支え合いサポーター

お問い合わせ先：社会福祉協議会 ☎44－7744

Q　高齢者支え合いサポーターとはなんですか？

A　�軽微な支援を求める利用者の日常生活を手助けする人のこ
とです。

Q　サポーターになるにはどうしたらよいですか？

A　�市内に在住する 65 歳以上の元気な方で市が開催するサ
ポーター養成講座を受講し、登録をすればサポーターにな
れます。

Q　サポーター活動はどの程度で行われますか？

A　週1回程度なので負担なく続けられると思います。

Q　サポーター活動にはどんなものがありますか？

A　�ごみ出し、部屋のそうじ、お風呂そうじ、買い物などちょっ
としたことです。

Q　サポーター活動するとどうなりますか？

A　�1回の活動で100 円のポイントがつき、年間最大 5,000
円の交付金が支給されます。

Q　サポーターに登録したのだが、声がかからないのですが？

A　�利用者のサポート内容に応じて順次サポーターさんに声
をかけているので、もう少し待っていてください。

Q　サポーターの利用を受けるにはどうしたらよいですか？

A　�65歳以上の１人暮らしまたは75歳以上の高齢者のみの世
帯のうち、要支援またはサポートが必要と判断した方が対
象となります。

〈サポーター登録者〉
男性（人） 女性（人） 合　計

金光地区 3 22 25
鴨方地区 28 56 84
寄島地区 12 16 28

合　計 43 94 137
� 平成 27年４月１日現在

高齢者支え合いサポーター
～ 広がる支え合いの輪 ～
高齢者支え合いサポーター
～ 広がる支え合いの輪 ～

登録
サポーターさんふえました

▲

部
屋
の
そ
う
じ

▲薬の整理
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ストップ無縁社会　つながろう浅口

ストップ無縁社会

つながろう浅口

　近年、一人暮らし世帯の増加などの家族形態の変化、非正規雇用の増加をはじ
めとする雇用形態の変化、価値観・ライフスタイルの変化などから、家族や地域、
会社などで急速に絆が失われています。このような社会状況は「無縁社会」と呼
ばれ、孤立死、虐待、限界集落などさまざまな問題が起こるようになりました。
　社会福祉協議会は、地域の絆を育む活動を応援します。

〜有縁あ
さくちへ〜

社 縁
（しゃえん）

地 縁
（ち え ん）

血 縁
（けつえん）

わたしたちを支える
３つの縁　 
わたしたちを支える
３つの縁　 
わたしたちを支える
３つの縁　 えん

地域の縁

家族の縁職場の縁

●町内会・隣人

●民生委員・福祉委員

●ボランティア・NPO

●ふれあいサロン

●老人クラブ

●シルバー人材センター

● 行政

●地域包括支援センター

●社会福祉協議会

●病院・福祉施設

●警察・消防

●公民館

私たちが地域で
暮らすための力量

食　事
献立、買い物、

調理配膳、片付け

通　院
移動手段、治療の同意、

薬の受領

買い物
金融機関からの出金、
移動手段、荷物運 び

近所付き合い
諸当番、回覧板、

冠婚葬祭、来客対応

住宅の管理
修繕、草取り、

田畑の管理

ゴミ出し
分別、回収日、

ゴミステーションへの運搬

地域での
共助の出番です
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ストップ無縁社会　つながろう浅口

ふれあい
サロンで

有縁

給食サー
ビスで有

縁

老人クラ
ブ

趣味活動
で有縁

バースデ
ー

訪問で有
縁

民生委員
西牧 隆さん

70 歳以上の独居の方を対象に「ふれあい
弁当」をお届けしています。ボランティア
の方の手作りの季節折々のお弁当を民生
委員有志が配達させていただいています。
こうした訪問活動を通じて、地域での孤立
を防ぎ、地域の一員として過ごしていただ
きたいと思います。

寄島町老連 若手委員会
松田 宏さん

老人クラブは、地域を基盤とする高齢者の自主
組織です。経験と知識を生かして地域社会に貢
献するとともに、お互いの生きがいと健康づくり
の増進に努めています�。寄島町老人クラブ連合
会では、新規会員の加入促進のため「将棋同好会」
を立ち上げ、新たな仲間作りを始めています。

井上芙美子さん

柏部サロンは「いつまでも現状維持」をモットーに
農閑期に開催しています。75歳以上の方、20人
くらいに集まっていただき、軽体操・脳トレや唱
歌などを歌います。手作りのちらし寿司を用意す
ることもあり、地域の交流に一役買っています。

ハートフル福祉委員
林 保恵さん

「福祉委員さんが声をかけてくれるので心強
いです」と元気な声が返って来る。福祉委
員の活動の一つに独居高齢者の見守りがあ
る。そのきっかけ作りの取り組みが「バース
デー訪問」だ。誕生月にささやかなプレゼ
ントをもって訪問することで会話が弾む。

柏部サロン
（鴨方町）

ボランティア菜の花
（金光町）

老人クラブの
将棋クラブ
（寄島町）

ハートフル福祉委員
（鴨方町）
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浅口市社協のしごと　事業方針

①
社
協
組
織
の
充
実
・
基
盤
強
化

　

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

　

・
地
区
社
協
の
設
立
と
運
営
支
援

　

・
福
祉
委
員
活
動
の
活
性
化

　

・
住
民
会
員
制
度
へ
の
加
入
促
進

　

・�

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信

　

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

②
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

　

・�

権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進

　

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
利
用
促
進

　

・
相
談
支
援
事
業
の
強
化

③
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

　

・�

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
支
援

　

・�

高
齢
者
支
え
合
い
事
業
に
お
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
支
援

　

・
い
の
ち
の
バ
ト
ン
事
業

　

・
ふ
と
ん
丸
洗
い
事
業

　

・�

独
居
等
高
齢
者
へ
の
声
か
け
・
見
守

り
事
業

　

・
虚
弱
高
齢
者
等
配
食
活
動
支
援

　

・
認
知
症
徘
徊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
支
援

④
児
童
福
祉
活
動
の
支
援

　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
支
援

　

・
お
も
ち
ゃ
病
院

　

・
母
子
父
子
世
帯
応
援
事
業

　

・
児
童
生
徒
見
守
り
活
動
支
援

⑤
障
が
い
者
福
祉
活
動
の
支
援

　

・�

各
種
障
が
い
者
施
設
利
用
者
の
交
流

活
動
支
援

　

・
各
種
障
が
い
者
組
織
支
援

　

・
扶
養
共
済
制
度
へ
の
助
成

　

・
障
が
い
者
サ
ロ
ン
の
運
営

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
の
推
進

　

・�

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

・
児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

　

・�

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
相
互
交

流
と
連
携
行
事
開
催

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
協
と
の
連
携

⑦
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
整
備

⑧
生
活
困
窮
者
支
援
事
業

　

・
総
合
支
援
資
金
事
業
の
推
進

　

・�

緊
急
小
口
・
高
額
療
養
費
等
貸
付
事
業

　

・�
福
祉
事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の

連
携
強
化

⑨
各
種
福
祉
団
体
と
の
連
携
事
業

　

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

・�

民
生
児
童
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

遺
族
会
、
婦
人
会
、
栄
養
改
善
委
員

会
、
愛
育
委
員
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
当
事
者
組
織
等
と
の
連
携

　

・�

行
政
・
保
健
・
介
護
・
医
療
・
福
祉

関
係
団
体
と
の
連
携

⑩
在
宅
介
護
支
援
事
業

　

・�

介
護
保
険
（
居
宅
介
護
支
援
、
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
、
福
祉
用
具
貸

与
）
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

⑪
一
般
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

　

・
福
祉
用
具
貸
出
事
業

　

・
福
祉
車
両
貸
出
事
業

　

・
共
同
募
金
会
浅
口
市
委
員
会
事
業

　

・
日
本
赤
十
字
社
浅
口
市
地
区
事
業

予算を審議する理事会

子育てサロン

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

浅
口
市
社
協
の
し
ご
と  

事
業
方
針

平成27年度平成27年度平成27年度

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
「
や
さ
し

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
浅
口
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』」
を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
「
や
さ
し

く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
浅
口
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』」
を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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浅口市社協のしごと　予算

「いのちのバトン」市内に2,500本介護保険事業の拠点　カニ丸の家

受取利息1,859 雑収入346繰越繰入956
社協会費9,100

福祉用具貸与事業11,157
障がい者福祉サービス5,060

寄附金4,000

市受託金6,169

県社協補助金・受託金
3,764

市補助金
61,723

法人運営
36,636

地域福祉活動費
34,369

介護保険収入
107,220

障がい者福祉
サービス収入
5,060 共同募金配分金5,630

貸付事業償還金4,100

食事サービス等利用料
2,600

共同募金事業
3,105

ボランティア事業
2,821

貸付事業
4,100

生活福祉資金事業
2,845

ふれあいまちづくり事業
5,845

食事サービス事業
2,614

権利擁護事業
6,596

居宅介護支援事業
（ケアマネージャー）20,403

訪問介護事業
（ホームヘルパー）
22,194

通所介護事業
（デイサービス）
53,592

高齢者支え合い事業
1,190

予　算

収入（総額212,527千円） 支出（総額212,527千円）

地域福祉推進（共募、受託含む）事業収支予算 介護保険、障がい者福祉サービス事業収支予算

収入（千円）

社 協 会 費
寄 附 金

共 同 募 金
配 分 金
貸 付 事 業
償 還 金

事 業 収 入

受 取 利 息 等
そ の 他 収 入

市 県 補 助 金・
受 託 金

計

71,656

13,100

4,100

5,630

3,035

2,600

100,121

人 件 費

事 務 費

助 成 金

貸 付 金

事 業 費

計

16,156

58,834

4,100

分 担 金 200

9,959

10,872

100,121

支出（千円） 収入（千円）

デ イ サ ー ビ ス
事 業

ケアマネージャー
事 業
福 祉 用 具
貸 与 事 業
障 が い 者 福 祉
サ ー ビ ス 事 業

ホームヘルパー
事 業

計

27,040

56,892

1,849

21,565

5,060

112,406

人 件 費

事 務 費

予 備 費

事 業 費

計

7,080

92,129

0

13,197

112,406

支出（千円）
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介護者の会

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

TEL.086-522-5291
FAX.086-522-8048
〒713-8123倉敷市玉島柏島478

隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。隣接する円通寺を訪ねたり、大浴場でご入浴。和洋宴会場でゆったり味わう会席料理。

良寛和尚修行の地、瀬戸内海を望む宿

ゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プランゆったり宴会プラン

集合写真即日仕上1枚650円
オプションオプション

●カラオケ無料
●送迎無料

特 典特 典
●カラオケ無料
●送迎無料

10名様以上で

（　　　　　　　　）概ね片道 1時間まで。
高速道路利用時は実費

※要予約

※要予約

3,240円3,240円3,240円1名様

◆玉島御膳
4,860円4,860円4,860円1名様

◆良寛会席

霞橋リバーサイドGGクラブ霞橋リバーサイドGGクラブ

（税込） （税込）

※飲物料金別途  ※お料理はご予算に応じて承ります。

グラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラングラウンドゴルフプラン

3,500円3,500円3,500円1名様

◆玉島御膳
5,000円5,000円5,000円1名様

◆良寛会席
（税込） （税込）

※飲物料金別途

ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会
ゴルフプレイ ＋
入浴 ＋ ご宴会

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

※写真は良寛会席。
　内容は季節ごとに
　変わります。

●タオル持参で入浴料無料！●タオル持参で入浴料無料！

　

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
日
々

の
介
護
の
手
を
ち
ょ
っ
と
休
め
て
、
相
談
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
り
、
介
護
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
す
る
場
と
し
て「
介
護
者
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
や
気
晴
ら
し
、
日
々
の
介
護

の
悩
み
を
打
ち
明
け
な
が
ら
、
心
と
体
が
少

し
で
も
楽
に
介
護
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
気
晴
ら
し
に
、「
介
護

者
の
会
」
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
？

　

介
護
の
現
実

　

在
宅
で
の
介
護
は
、
想
像
以
上
に
過
酷
で

あ
り
孤
独
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
介
護
を

す
る
中
で
積
も
っ
て
い
く
悩
み
や
不
安
、
ス

ト
レ
ス
は
周
り
の
人
に
は
理
解
し
て
も
ら
え

に
く
く
、
打
ち
明
け
る
場
も
な
く
ひ
た
す
ら

介
護
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
共
倒
れ
や
虐
待
、
心
中
と

い
っ
た
最
悪
な
事
態
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
介
護
者
同
士
が
共
感
し
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
を
目
的
に
「
介
護
者
の
会
」

は
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
柱

　

介
護
者
の
会
は
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」「
交

流
」「
学
習
」
の
３
つ
を
活
動
の
柱
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
活
動
は
、

日
帰
り
旅
行
や
陶
芸
体
験
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

な
ど
を
行
い
、
交
流
で
は
調
理
実
習
や
茶
話

会
な
ど
を
通
じ
て
介
護
者
同
士
の
交
流
を
図

り
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
で
は
介
護
方
法
や
介
護
用
品
に

関
す
る
勉
強
会
を
行
い
、
日
頃
の
介
護
に
役

立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

介
護
者
の
会
の
よ
う
す

　

介
護
者
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
親
や
配

偶
者
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

さ
ん
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
を
受
け
る
方
の
状
態
も
、
認
知
症

や
身
体
麻
痺
、
先
天
的
な
病
気
の
あ
る
方
な

ど
様
々
で
す
。

　

会
員
は
女
性
が
多
い
の
で
す
が
、
男
性
の

会
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
介
護

さ
れ
て
い
る
男
性
の
方
も
介
護
仲
間
を
つ
く

り
に
お
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

介
護
者
は
手
を
つ
な
ご
う

～ 
浅
口
市
介
護
者
の
会
の
集
ま
り
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

～

介
護
者
は
手
を
つ
な
ご
う
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音訳ボランティア養成講座　それゆけ！ボランティア

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

初心者
大歓迎！
初心者
大歓迎！
初心者
大歓迎！

❶完全個別指導 ❷毎月の費用は月謝のみ
❸毎月受講回数の変更可能 ❹安心予約制
❺パソコン設備充実 ❻ホッとひといきティータイム
❼就活・仕事、趣味まで幅広くサポート

楽しく学べる
７つの魅力
楽しく学べる
７つの魅力

～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～～こんなパソコン教室を待っていた！ 充実度120％～

《60代以上の方》
月謝6,700円より

セガミ薬局
となり
セガミ薬局
となり

安い！安い！ 楽しい！楽しい！ 分かりやすい！分かりやすい！

少人数制で質問しやすい少人数制で質問しやすい

■ 浅口校  浅口市金光町占見新田 283-1  2Ｆ
　 TEL（0865）42-3595
■ 井原校  井原市上出部町 392-1
　 TEL（0866）62-8855

水・日・祝
は休校日
駐車場有

パソコンが初めて
の方は体験（1時間）
も出来ます

入会金
無料！

「各種カルチャー講座」
  始めました！

パソコン教室受講生以外の方も参加可能です。
日程等の詳細はお電話で
お問い合わせください。

「各種カルチャー講座」
  始めました！

パソコン教室受講生以外の方も参加可能です。
日程等の詳細はお電話で
お問い合わせください。

「各種カルチャー講座」
  始めました！

パソコン教室受講生以外の方も参加可能です。
日程等の詳細はお電話で
お問い合わせください。

パステルアート・プリザーブドフラワー
陶芸・エコクラフト・ポーセラーツ…他
パステルアート・プリザーブドフラワー
陶芸・エコクラフト・ポーセラーツ…他
パステルアート・プリザーブドフラワー
陶芸・エコクラフト・ポーセラーツ…他

Word・Excel・インターネット・メール・デジカメ・各種スマートフォン・SNS・資格取得・カルチャー講座・ダビングサービス・出張講座 他

音訳・朗読ボランティア浅口はるか会では、社会福祉協議会の協力を得て、
新人養成講座をひらきます。多くの方々の参加をお待ちしています。

　　　　　◦講　　師：大前 栄克（フリーアナウンサー・山陽新聞カルチャー講座講師）
　　　　　◦講座回数：５回　　　　　　  ◦参　加　費：無料
　　　　　◦募集人員：10名（先着順）　　◦日程および会場：浅口市健康福祉センター

日　　付 時　　間 場　　所
6 月 10 日 ㈬

10:00 〜 12:00

研修室（２階）
6 月 26 日 ㈮ 団体会議室（３階）
7 月 ８ 日 ㈬ 研修室（２階）
7 月 24 日 ㈮ ボランティア研修室（２階）
8 月 12 日 ㈬ 研修室（２階）

　　　　　◦申し込み締め切り：６月５日 ㈮
　　　　　◦問い合わせ先：社会福祉協議会　☎ ４４−７７４４
　浅口はるか会は目の不自由な方に広報誌の音声訳をしたり、高齢・病気等で文字が読みづらくなら
れた方に音声訳ＣＤを聞いて頂いているボランティア団体です。この講座では、フリーアナウンサーが、
聞き取りやすい発音、発声法や朗読技術などを教えます。

—「手話」とは、見る言葉！—
　聴覚障がい者の方は、日常生活、社会生活を
送る上で、情報を入手したり、健聴者との意思
疎通を図ることが容易ではありません。コミュ
ニケーション手段としての手話は音声の代わり
になります。
　私たちは聴覚障がい者との交流を通じて、聴
覚障がい者の手話を学び、広めていくのが目的
です。小学校・中学校への出前福祉講座もして

います。
　活動は、土・日や平日にしています。気軽に
参加してみませんか。お待ちしています！！
（問合せ先：浅口市社会福祉協議会 ☎４４－７７４４）

それゆけ！ボランティア
浅口手話サークル
� 「青い鳥」の巻

浅口はるか会  音訳ボランティア養成講座
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映画「ブタがいた教室」の感想

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

フィルム現像できますフィルム現像できます
● 証明写真600円 ●

デジカメプリント

19円
デジカメプリント

“福祉あさくちを見た”と言うだけで会員価格に致します！

19円

年中
無休

岡山県経営革新法承認企業

プリント
ショップサンタ

デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王
デジカメプリント

激安王

天満屋ハピータウン鴨方店

営業時間 9:00～20:00
浅口市鴨方町六条院中 2128-1

携帯・ネットで注文OK！
フォトショップサンタ 検索検索

本
格

  

杵
つ
き
餅友 原 餅 店

TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

友 原 餅 店
TEL. 0865-42-2216
浅口市金光町占見新田 361

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅

祝
餅

法
要
餅

赤
飯

ぼ
た
餅
等等

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

お
米
の
持
込
も

　
　可
能
で
す

◆�あ�ら�す�じ
　６年２組の担任となった

新米教師の

星先生は、ある大胆な授業を
計画してい

た。それは、生徒たちに生きて
いるものを

食べるということに真剣に向
き合っても

らおうと、最終的に自分たち
で食べるこ

とを目的に、１年間クラスでブ
タを飼育し

てみようというもの。星先生
の熱意が伝

わり、校長から学校でブタを
飼う許可も

無事取り付け、星先生と26人
の生徒たち

によるブタの飼育が始まる。
生徒たちは

子ブタを“Ｐちゃん”と名付け
、一生懸命

世話して可愛がるようになる
。しかし、Ｐ

ちゃんに家畜としてではなく
ペットとして

の愛着を抱くようになってい
た。

　卒業の時は迫り、星はＰち
ゃんをどう

するかみんなで話し合って決
めてほしい

と提案。クラスの意見は「食
べる」「食べ

ない」に二分されてしまう。

〜2015.2/7.8〜

妻夫木聡 × 26人の子どもたち

福祉

あさ
くち

映画
会

映画の感想が届きました。紙面で紹介します。

すばらしい若い担任の発想と行動力
　「学校」「先生」「保護者」「地域住民」の役割分担につ
いて、いろいろ考えさせられる映画でした。生き生きと
した行動力と発想を持った若い担任の先生。そして若
い先生を信じて見守れる校長先生に感動しました。
　地域の方の「学校支援」もまた、若い先生の意欲を
削ぐことのないよう望みます。信じて見守ることの大
切さを改めて感じた映画でした。

「食べる」「食べない」で
真剣に議論

　「学校でブタを飼って、皆で食べる」
という衝撃的なうたい文句の映画で
あったため、鑑賞前には「なぜそこまで」
と疑心暗鬼であった。「飼うだけでも命
の大切さはわかるだろう」「ブタでなく
ても、鶏でも金魚でも良かろうに」と
も思った。
　しかし、見始めると子どもたちの一
生懸命な姿に引き込まれた。「食べる」
「食べない」で真剣に議論するプロセス
こそがこの映画の真骨頂だったと思う。

小学生の純粋さと命の重さに感動
　教員をしています。前に耳にしたことのある
映画で、今回見ることが出来ました。とてもう
れしいです。そして涙が止まりませんでした。
　命について考える授業は、とても難しいもの
だと改めて思いました。小学生の純粋さと命の
重さが映画を見る人に多くのメッセージを与える
いい映画でした。
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あさくちびと

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

〈

あ

さ

く

ち

び

と

〉

vol.10内海寛治 淳子さんご夫婦

（金光町占見）

古民家でいきいき

夫婦の浅口ライフ

　

人
と
の
出
会
い

　

３
年
前
、
大
阪
の
堺
市
よ
り
32
年
ぶ

り
に
故
郷
浅
口
に
帰
っ
た
淳
子
さ
ん
。

荒
れ
地
だ
っ
た
畑
を
開
墾
し
て
、
仲
間

10
人
で
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
称
し
て

畑
仕
事
が
始
ま
っ
た
。
も
と
も
と
淳
子

さ
ん
の
母
親
が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

た
関
係
で
民
生
委
員
や
地
域
の
方
に
も

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
。
少
し
で
も
地

域
の
た
め
に
な
れ
ば
と
小
学
校
に
も

出
向
き
、
土
地
の
提
供
や
農
業
体
験

を
呼
び
掛
け
た
。
ま
だ
、
二
年
が
経

過
し
た
ば
か
り
な
の
で
手
探
り
状
態
だ

が
、
今
年
も
６
月
に
は
種
ま
き
が
出
来

そ
う
だ
。

　

手
品
と
の
出
会
い

　

寛
治
さ
ん
は
、
元
小
学
校
教
諭
。
重

度
障
が
い
の
子
ど
も
の
担
任
を
し
て
い

た
こ
ろ
、
と
に
か
く
楽
し
く
学
校
に
来

て
も
ら
い
た
く
て
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り

モ
ノ
マ
ネ
を
し
た
り
と
色
々
考
え
た

挙
句
手
品
に
た
ど
り
つ
い
た
。

　

そ
の
後
も
腕
を
磨
き
、
今
で
は
公
民

館
講
座
や
教
室
を
持
つ
ほ
ど
の
腕
前

に
。
地
元
の
敬
老
会
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
学
校
等
の
依
頼
に
も
快
く
受
け
て

い
る
。

　

民
族
楽
器
ア
ル
パ
と
の
出
会
い

　

25
年
ほ
ど
前
、
寛
治
さ
ん
が
小
学
校

教
諭
の
頃
、
日
本
語
指
導
の
仕
事
で
南

米
パ
ラ
グ
ア
イ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
に

転
勤
に
な
り
、
家
族
４
人
で
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
淳
子
さ
ん
は
、「
ア
ル
パ
」

と
い
う
楽
器
に
興
味
を
持
ち
、
在
住
中

３
年
間
学
ん
だ
。
ア
ル
パ
は
、
高
さ
が

１
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
竪
琴
。
帰
国
し

た
後
は
あ
ま
り
弾
く
機
会
も
な
か
っ

た
が
、
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
で
パ
ラ

グ
ア
イ
で
の
話
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

と
依
頼
さ
れ
た
際
に
、
数
曲
演
奏
も
し

た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
小
学
校
だ
け

で
な
く
地
元
の
各
種
団
体
か
ら
も
依

頼
が
来
る
よ
う
に
。
そ
の
う
ち
に
企
画

会
社
の
目
に
留
ま
り
、
日
本
全
国
年
間

１
４
０
回
も
の
公
演
を
こ
な
し
た
事
も

あ
っ
た
。

　

３
つ
の
「
ｅ
ｎ
」
で

　

夫
婦
の
夢
実
現

　

築
１
０
０
年
以
上
の
家
の
片
付
け
を

す
る
中
で
古
い
家
具
や
建
具
、
農
機
具

な
ど
を
生
か
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
古
民

家
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
た
学
生
や
移

住
地
を
探
し
て
い
る
人
、
古
民
家
に
興

味
の
あ
る
人
、
外
国
人
観
光
客
な
ど

様
々
な
方
が
泊
ま
り
に
来
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
金
光
の
地
に
移
住
し
て
来

ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
。

　
「
縁
（
ｅ
ｎ
）
を
つ
な
ぎ
、宴
（
ｅ
ｎ
）

で
く
つ
ろ
ぎ
、演（
ｅ
ｎ
）で
心
温
ま
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
今
ま
で
の
ご
縁
を

大
切
に
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
こ
の

場
所
で
交
流
を
持
ち
広
が
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
、
ご
夫
婦
の
夢
は
広
が
る
。

前
号
（
第
33
号
）
掲
載
の 

浅
口
人 

で
、
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

丸
本 

大
翔（
ひ
ろ
と
）さ
ん
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
申
し
上
げ
ま
す
。
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お達者さん

公社時代の思い出
　専売公社時代、管内営業職員の研修を含め

広域苦情処理担当を命じられたんですが、休

日問わず、ときとして深夜まで苦情先を訪問し

善後処理にあたりました。理不尽な苦情や厳し

すぎる言葉に、感情的になると問題解決になり

ません。コミュニケーションの大切さを知るこ

とができましたが、マスコミなどへの対応では

上司の局長や部長からお叱りをうけ精神的にも

追い込まれ苦悩の日々を送りました。

人生三度の大病
　難儀な一生でした。人生波乱にとんだと言

いますか、今まで３度の大病を患いました。

　４歳のとき脳膜炎にかかり医者にさじを投げ

られたようです。カメの生血がいいと飲まされ

たところ、徐々に回復したんです。九死に一生

を得たんですな。

　２回目が入社後二年目に流行性肝炎に罹り

（死亡率高い）４ケ月の入院で復帰できました。

　３回目は退職後に大腸がんの大手術を受け

2ケ月の入院を余儀なくされました。

　先月、ポリープ除去手術をしたんですが全く

不安はない旨説明を受け、再び新しい人生（命）

を与えられた感謝の念を持ち続け頑張りたい

と思っています。

健康の源・心がけていること
　食事では毎朝納豆を食べるようにしていま

す。便通や体力の増強など私の健康に欠かせ

ないものです。納豆は見るのも嫌いだったんで

すが体のためには良い食べ物ですなあ（笑）

　また80 歳をすぎてからは毎日１kmをよほど

のことがないかぎり継続して歩いています。た

くさん歩けばいいんじゃなく、自分なりの体力

に応じた運動を継続していくことがいいんじゃ

ないかと思います。

　退職後、60 歳台のころは４km/日、70 歳

台のころは３kmと目標数値をおろして、体力に

合うような運動を無理なく継続性・持続性を心

がけて実行しています。

　また、27年間欠かさず近隣にある六道お地

蔵さんに参りょんです。「死んだ兄弟・友人・知

人が皆元気で日々楽しい生活が送れますよう

に」と、それしか言わないことにしとんです。た

だ子どもの大学入学とか就職とかの時は、所期

の目的が達成できますようどうかお願いします

と拝みました。（笑）

お達者さんお達者さんお達者さん

いんたびゅう

福
ふ く

尾
お

　博
ひ ろ か ず

和さん （88歳）
鴨方町（鳩ヶ丘）

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

旅館旅館
仕出し・お料理・ご宿泊仕出し・お料理・ご宿泊

浅口市金光町大谷228-1　info@tosaya-r.jp

TEL.0865-42-2157TEL.0865-42-2157 土佐家旅館 検索検索

法事・慶事・ご宴会  ご予約賜ります
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あさくち権利擁護推進センターだより

私たちは浅口市社会福祉協議会の活動を応援しています。

エヴァホール
岡山県年金受給者協会特約

エヴァホール玉島　☎（086）525-1000
エヴァホール浅口　☎（0865）64-1000
ファミリエ勇崎　☎（086）528-4000

株式会社サカエ
〒719-0231 浅口市鴨方町小坂西 3700-2

有限会社 ブロス

TEL (0865)44-1239
FAX（0865）44-1115
E-mail:autoproduce_bros_1239@ybb.ne.jp

新車販売、中古車販売・買取り、鈑金・塗装、車検・修理、自動車保険

■営業時間 /AM10:00～PM18:00

愛車のことなら何でも
お任せください !!
愛車のことなら何でも
お任せください !!

オートプロデュース・ブロス
安心と信頼のカーサポート！

相
談
は
無
料
！ 

事
前
予
約
不
要
！

 

時
間
制
限
な
し
！

　

日
時
：
平
成
27
年
７
月
11
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

場
所
：
浅
口
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
シ
リ
ウ
ス

★
私
た
ち
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
！

　

 

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
税
理
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
、
保
健
師
、

介
護
支
援
専
門
員　

等

Q
市
民
後
見
人
と
は
？

A
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
人
に
代
わ
り
、
市
民
が
後
見
人

と
な
っ
て
財
産
管
理
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
新
た
な
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
全
国

的
に
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
市
民
後
見
人
の
活
動
は
？

A
実
際
の
後
見
人
活
動
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
後
見
人
を
受
任
し
、
市
民
後
見

人
と
一
緒
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま

す
。
現
在
、
市
民
後
見
人
と
し
て
15
名
が

バ
ン
ク
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

専
門
職
を
交
え
た
交
流
会
や
勉
強
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

Q
市
民
後
見
人
に
な
り
た
い
時
は
？

A
対
象
は
、
浅
口
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
を
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
の
社
会
貢
献

活
動
に
熱
意
の
あ
る
方
に
な
り
ま
す
。
行

政
が
主
催
す
る
「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」

を
受
講
し
、「
市
民
後
見
人
バ
ン
ク
」
へ
の

登
録
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
募
集
は
６
月

号
「
広
報
あ
さ
く
ち
」
で
お
こ
な
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

専
門
職
が
協
働
し
て
権
利
擁
護
・
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

な
る
「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
市
民
後
見
人
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

あさくち権利擁護推進センターだより

あ
な
た
も
「
市
民
後
見
人
」
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ほっと・ネット通信

通帳は？

印鑑は？

高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ん
で
も
相
談
会
in
浅
口
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お知らせ

　
有
意
義
な
記
事
が
満
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
毎
号
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
。�

（
寄
島
町
　
笠
原
さ
ん
）

　
水
島
工
高
丸
本
君
の
重
量
挙
げ
高

校
三
冠
お
め
で
と
う
。
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
、
郷

土
の
ス
タ
ー
で
す
。
期
待
し
て
い

ま
す
。�

（
寄
島
町
　
田
中
さ
ん
）

　
今
年
で
私
も
傘
寿
を
迎
え
、
介
護

福
祉
を
嫌
で
も
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
多
く
の
情
報
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
鴨
方
町
　
佐
藤
さ
ん
）

クイズの答えとともに
「福祉あさくち」の
感想をお寄せください

ふれあいお弁当いかがですか？

※ふれあいお弁当の
　ボランティアスタッフ
　（調理・配食）募集中！！

独居高齢者、高齢者世帯の安否確認をかねて、
ボランティアにより季節感のある食材で、
手作りのお弁当をご自宅まで届けます。

対象者：70歳以上の独居／75歳以上の高齢者世帯

料　金：１食300円

回数等：鴨方…月２回、第１・３水曜日の昼食として

　　　　寄島…月２回、実施日は地区による（夏季は休み）

　　　　金光…月１回、原則第２木曜日の夕食として

お申込み  お問合せ

社会福祉協議会　本所、支所へ

岡山ヤクルト販売株式会社様から
車いす２台を寄付いただきました

福祉の充実に 
役立たせていただきます。
ありがとうございました。

平成26年度 社協会費に
ご協力いただいた事業所

㈲ミヤケ建設
道広醤油店
斉藤産業株式会社
瀬戸内保険サービス

寄 島
（追加分）申

し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

本　
　

所 

☎
０
８
６
５

−

４
４

−

７
７
４
４

金
光
支
所 

☎
０
８
６
５

−

４
２

−

７
３
０
８

寄
島
支
所 

☎
０
８
６
５

−

５
４

−

３
３
１
７

短期、長期に
貸し出します。 車

い
す
バ
ン
ク

車
い
す
の
こ
と
な
ら
お
ま
か
せ
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篤志御礼

篤
志
御
礼

篤
志
御
礼

（
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

金
光
町

○
原
田　

一
子
さ
ん
（
須
恵
）
よ
り

　

亡
夫　

昇
さ
ん
の
香
典
返
し

○
大
橋　

祐
太
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
父　

一
也
さ
ん
の
香
典
返
し

○
岡
本　

林
子
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
夫　

覚
雄
さ
ん
の
香
典
返
し

○
金
辺　

洋
子
さ
ん
（
下
竹
）
よ
り

　

亡
夫　

修
一
さ
ん
の
香
典
返
し

○
小
林　
　

丘
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
母　

智
恵
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
松
田　

静
子
さ
ん
（
占
見
）
よ
り

　

亡
夫　

智
さ
ん
の
香
典
返
し

○
加
上　

建
男
さ
ん
（
上
竹
）
よ
り

　

亡
妻　

瑛
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
定
金　

幸
子
さ
ん
（
須
恵
）
よ
り

　

亡
夫　

基
夫
さ
ん
の
香
典
返
し

○
椙
元　

弘
道
さ
ん
（
八
重
）
よ
り

　

亡
母　

富
惠
さ
ん
の
香
典
返
し

鴨
方
町

○
虫
明　

健
一
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
父　

太
郎
さ
ん
の
香
典
返
し

○
垣
内　

一
也
さ
ん
（
本
庄
）
よ
り

　

亡
父　

芳
朗
さ
ん
の
香
典
返
し

○
磯
崎
智
恵
子
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
夫　

九
一
さ
ん
の
香
典
返
し

○
宗
田　

一
夫
さ
ん
（
鴨
方
）
よ
り

　

亡
子　

文
三
さ
ん
の
香
典
返
し

○
畑
田　

敏
明
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
母　

幾
江
さ
ん
の
香
典
返
し

○
横
山　

泰
司
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
母　

光
枝
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

孝
次
さ
ん
（
深
田
）
よ
り

　

亡
父　

愼
吾
さ
ん
の
香
典
返
し

○
横
山
加
代
子
さ
ん
（
地
頭
上
）
よ
り

　

亡
夫　

鹿
之
助
さ
ん
の
香
典
返
し

○
井
上　

信
二
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
母　

恒
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
亀
高
ト
ク
エ
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
夫　

秀
男
さ
ん
の
香
典
返
し

○
北
村　

好
江
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
夫　

功
さ
ん
の
香
典
返
し

○
西
本　

晋
也
さ
ん
（
益
坂
）
よ
り

　

亡
父　

百
合
男
さ
ん
の
香
典
返
し

○
藤
原　

明
彦
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

文
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
山
下　
　

修
さ
ん
（
六
条
院
西
）
よ
り

　

亡
父　

宰
一
さ
ん
の
香
典
返
し

○
虫
明　

武
夫
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
父　

茂
松
さ
ん
の
香
典
返
し

○
亀
岡　

克
史
さ
ん
（
小
坂
東
）
よ
り

　

亡
母　

菊
香
さ
ん
の
香
典
返
し

○
中
務　

要
子
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
夫　

佑
治
さ
ん
の
香
典
返
し

○
塚
村
須
磨
子
さ
ん
（
地
頭
上
）
よ
り

　

亡
夫　

雄
一
さ
ん
の
香
典
返
し

○
石
井　

節
子
さ
ん
（
小
坂
西
）
よ
り

　

亡
夫　

壽
男
さ
ん
の
香
典
返
し

○
柚
木　

靖
之
さ
ん
（
地
頭
上
）
よ
り

　

亡
父　

恭
平
さ
ん
の
香
典
返
し

○
森
山　

益
子
さ
ん
（
み
ど
り
ヶ
丘
）
よ
り

　

亡
夫　

忠
通
さ
ん
の
香
典
返
し

○
清
水　

富
世
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

亡
夫　

哲
章
さ
ん
の
香
典
返
し

寄
島
町

○
道
廣
マ
ツ
コ
さ
ん
（
東
安
倉
）
よ
り

　

亡
夫　

道
廣
毅
陸
さ
ん
の
香
典
返
し

○
藤
澤　

安
枝
さ
ん
（
大
浦
）
よ
り

　

亡
夫　

藤
澤
昇
さ
ん
の
香
典
返
し

○
平
野　

泰
秀
さ
ん
（
青
佐
）
よ
り

　

亡
父　

平
野
亨
さ
ん
の
香
典
返
し

○
岡
田　

一
也
さ
ん
（
東
安
倉
）
よ
り

　

亡
母　

岡
田
八
重
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
笠
原　
　

尭
さ
ん
（
大
浦
）
よ
り

　

亡
母　

笠
原
貞
代
さ
ん
の
香
典
返
し

○
坂
本　

安
治
さ
ん
（
尾
焼
）
よ
り

　

亡
母　

坂
本
愛
子
の
香
典
返
し

○
大
島　

俊
二
さ
ん
（
片
本
）
よ
り

　

亡
妻　

大
島
茂
子
さ
ん
の
香
典
返
し

○
川
崎　

辰
雄
さ
ん
（
東
安
倉
）
よ
り

　

亡
妻　

川
崎
京
子
さ
ん
の
偲
び
草

市
　
　
外

○
大
嶋　

康
資
さ
ん
（
倉
敷
市
）
よ
り

　

亡
父　

栗
山
源
次
さ
ん
の
香
典
返
し

○
森
山　

一
也
さ
ん
（
津
山
市
）
よ
り

　

亡
父　

忠
通
さ
ん
の
香
典
返
し

一
般
寄
付

○
須
恵
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り

　

資
源
ご
み
回
収
収
益
金
の
一
部

○
山
下　

伸
也
さ
ん
（
六
条
院
中
）
よ
り

　

火
事
見
舞
い
の
お
礼
と
し
て

○
大
組
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
附
と
し
て

○
阿
部
山
東
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
附
と
し
て

○
阿
部
山
北
町
内
会
よ
り

　

手
数
料
寄
附
と
し
て

○
鴨
方
町
文
化
協
会
園
芸
部
（
盆
栽
）
よ
り

　

�

盆
栽
展
示
及
び
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
売
上

の
一
部
と
し
て

○
鴨
方
東
子
供
会
よ
り

　

篤
志
寄
附
と
し
て

○
中
山
子
供
会
よ
り

　

篤
志
寄
附
と
し
て

○
浅
口
市
総
合
文
化
祭
（
鴨
方
会
場
）

　

実
行
委
員
会
よ
り

　

文
化
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
売
上
げ
の
一
部
と
し
て

◆
常 

務 

理 

事 

岡
本
浩
次
郎

◆
事 

務 

局 

長 

土
屋　

英
樹

◆
カ
ニ
丸
の
家
所
長 

増
成　
　

充

◆
寄
島
支
所
長
代
理 

宇
那
木
智
幸

人 

事 

異 

動
（
４
月
１
日
付
け
）



4コ
マ劇場4コ
マ劇場

発
　
　
行
/浅
口
市
社
会
福
祉
協
議
会

広
告
代
行
/昭
和
印
刷
株
式
会
社

2015.5.1
第
34
号

福あさ

提供: 鴨方高校マンガ同好会
  画  : めりもこ

今
号
の
紙
面
に
□
で
文
字
を
か
こ
ん
だ
箇
所
が
８

か
所
あ
り
ま
す
。こ
の
８
文
字
を
な
ら
べ
か
え
て
、

言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ヒ
ン
ト

　1
9
4
7
年
の
施
行
を
記
念
し
た
祝
日
。

◆
締
め
切
り

　６
月
30
日
㈫ 

　消
印
有
効

◆
前
回
の
こ
た
え

　は
だ
か
ま
つ
り 

で
し
た
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
答
え
と
「
福
祉

あ
さ
く
ち
」
の
感
想
を
必
ず
お
書
き
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「お花見」

と　き ■ 毎月第２火曜日
　　　　　　　　13：30～15：00
ところ ■ 浅口市社協　本所２階

困ってる人、苦しんでる人をなんとかしたい。
誰もが持ってるその想いが、赤十字。

いきいき介護ライフのススメ
― 今は予防、そして老後の準備を ―

介護者の会　講演会のおしらせ

いま介護をされている方やこれから介護
する方が、日々の介護のヒントや介護予防
のことなど知っておくと得をする、いきい
きとした介護生活に役立つお話しです。

講　　師／長安つた子 氏
 　　（岡山県看護協会副会長　元浅口市保健師）
 　　「いきいき介護のススメ」

日　　時／ 5月 26日㈫　10 時 45 分～11時 45 分
会　　場／浅口市健康福祉センター ボランティア研修室

お申込み／浅口市社会福祉協議会　☎４４－７７４４

お気軽に参加してください。
参加してみたい方は 44-7744 へ

★ メンバー募集 ★

福祉すくらっぷ
＝新聞を切り抜いて福祉を語ろう＝

社費の納入にご協力をお願いします。社費の納入にご協力をお願いします。


